
介護保険制度の現状と課題

～2040年に向けたサービス提供体制の整備と
第10期介護保険事業計画～

資料１

1



これまでの流れと現状

介護保険制度は2000年の創設以来、高齢化が進む社会に対応するための重

要な社会保障の柱として発展してきました

当初の目的は、増大する高齢者介護のニーズに応え、家族による介護負担

を軽減することでした

しかし、少子高齢化の進行、地域間の格差拡大、介護人材の不足といった

課題が顕在化し、制度の持続可能性に対する懸念が高まっているのが現状

です
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制度改正の方向性

利用者負担割合２割の対象者の拡大

居宅介護支援費の自己負担導入

軽度者の訪問介護・通所介護を地域支援事業に移行

地域の３類型によるサービス提供体制の構築

介護人材の確保と処遇改善

事業者の大規模化、協働化

住宅セーフティネット制度の見直し

介護予防・健康づくりの推進

保険者機能の強化

～社会保障審議会介護保険部会の検討内容～
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2040年に向けた課題
～「2040 年に向けたサービス提供体制等のあり方に関するとりまとめ」～

人口減少、85歳以上の

医療・介護ニーズを抱

える者や認知症高齢者、

独居高齢者等の増加

1

サービス需要の地域差。

自立支援のもと、地域

の実情に応じた効果

的・効率的なサービス

提供

2

介護人材はじめ福祉人

材が安心して働き続け、

利用者等とともに地域

で活躍できる地域共生

社会を構築
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データに見る桑名市の現状

認定率と85歳以上の認定率

認定率は全国、三重県平均より４ポイント以上低い

85歳以上は２人に１人以上が認定者
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データに見る桑名市の現状

高齢者のみの世帯

15年間で高齢者夫婦世帯は1.7倍、単身世帯は２倍に増加
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データに見る桑名市の現状

高齢者（65歳以上）人口の増減

1.6倍

85歳以上人口は令和22年（2040年）には1.6倍の10,267人に

介護サービスの必要量もそれに伴って増大
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